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令和３年第１回牛久市議会定例会常任委員会議案付託表 

 

○ 産業建設常任委員会 

 

議案第 １０号  牛久市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

議案第 １１号  牛久市下水道条例の一部を改正する条例について 

議案第 １３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

         別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

議案第 １７号  令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第 ２４号  市道路線の認定について 

議案第 ２５号  市道路線の路線変更について 

議案第 ２６号  市道路線の廃止について 
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                午前１０時００分開会 

○須藤委員長 おはようございます。 

 伊藤副委員長より欠席の届出がありました。 

 ただいまから産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本委員会に付託されました案件の審査は分割して行います。 

 まず、環境経済部所管の案件について審査を行います。 

 環境経済部所管の案件審査に説明員として出席した者は、副市長、環境経済部長、環境経済部

次長、環境政策課長、廃棄物対策課長、農業政策課長、商工観光課長、農業委員会事務局長であ

ります。書記として關さん、飯田さんが出席しております。 

 本委員会に付託されました環境経済部所管の案件は、 

 議案第 １３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

          別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 以上１件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 議案第１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）別記記載の当該委員会の所管事

項についてのみを議題といたします。 

 議案第１３号について、提案者の説明を求めます。環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 環境政策課横瀬です。おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 では、議案第１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）のうち、環境政策課所管

の補正内容について御説明いたします。 

 初めに、歳入から御説明いたします。 

 補正予算書の１２ページ、１３ページを御覧ください。 

 １段目になります。款１４国庫支出金項２国庫補助金の１行目にあります排水処理施設と整備

費補助金、これは合併処理浄化槽設置事業に対する補助金でございます。こちらは事業費が確定

したことに伴いまして、１６６万１，０００円を減額するものです。 

 同じページの３段目を御覧ください。 

 款１５県支出金項２県補助金目３衛生費補助金節１保健衛生費補助金の欄の１行目、廃棄物処

理施設整備費補助金、こちらも合併処理浄化槽設置事業に対する補助金でございます。こちらも

事業費が確定したことによって、２７５万６，０００円を減額するものでございます。 

 同じ節内の４行目、茨城県自立・分散型エネルギー設備導入事業費補助金、こちらはエネファ

ーム設置に対する補助金でございます。こちらも事業費の確定により、８０万円を減額するもの

でございます。 

 次のページ、１４ページ、１５ページの下から２段目を御覧ください。 

 款２０諸収入項４雑入目２弁償金節１弁償金で、東京電力賠償金５１３万円を増額計上してお
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ります。内容としましては、ＡＤＲ申立て後に東京電力が全額賠償するとした経費分５０８万１，

４９４円と、平成３０年度分の損害賠償請求経費のうち、つつじが丘保育園駐車場への除染埋設

工事に当たりましての駐車場試掘調査費４万８，６００円が賠償されたためです。 

 次に、目４雑入節３雑入内の細節雑入の１行目にあります雑草除去受託料、こちらは雑草除去

事業が完了したことに伴いまして、１９０万円を減額するものでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 補正予算書の２４ページ、２５ページの１段目の中段を御覧ください。 

 款４衛生費項１保健衛生費目４環境衛生費内の０１０３合併処理浄化槽の設置を助成する事業

で、こちらは合併処理浄化槽設置補助金の事業が確定いたしましたので、５７３万５，０００円

を減額するものです。 

 次に、０１０９地球温暖化対策を推進する事業において、環境配慮型機器導入補助金のうちエ

ネファーム設置に対する事業が確定いたしましたので、８０万円を減額するものでございます。 

 次に、０１１０バイオマスタウン構想を運用する事業のうち、原材料費１６２万５，０００円

を減額しておりますが、こちらはＢＤＦ製造量の減少に伴い副資材の使用が減少したため、減額

するものでございます。 

 ０１１４自然環境を維持するとともに地域循環型社会を構築する事業でございますが、こちら

は会計年度任用職員を雇用する事業となっておりまして、会計年度任用職員の報酬月額が減額し

たことに伴い、１８０万円を減額するものでございます。 

 次に、目６雑草除去費の０１０１空き地の雑草除去を指導する事業ですが、こちらは雑草除去

業務の確定によりまして、委託料１８５万４，０００円を減額するものでございます。 

 以上が環境政策課所管の補正内容でございます。以上で説明を終わります。 

○須藤委員長 廃棄物対策課長。 

○木村廃棄物対策課長 廃棄物対策課木村です。よろしくお願いします。 

 廃棄物対策課所管の補正予算について説明いたします。 

 ２４ページ、２５ページをお開きください。 

 中段よりちょっと下になります。款項目節４の２の２になります。補正額はゼロとなります。

歳入記載の組替えによるものです。清掃工場を維持管理するの予算で行う予定であった記載対象

のＩＤＦインバーター修繕工事が、コロナ禍により部品調達が大幅に遅れることが分かったため、

同工事を令和３年度工事に先送りしたことにより生じた差額の一般財源との組替えとなります。 

 以上です。 

○須藤委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 おはようございます。農業政策課神戸です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）のうち、農業政策課

所管の事項について御説明させていただきます。 

 初めに、繰越明許費について御説明いたします。 

 補正予算書の５ページを御覧ください。 
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 第２表繰越明許費補正、中段款６農林水産業費項１農業費土地改良区を支援する２６２万９，

０００円です。こちらは本年度予定しておりました土浦市ほか１５か町村土地改良区で実施する

経営基盤整備事業の促進計画書作成における地主への意向調査の業務の実施に当たり、新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響により、何度か仕切り直しをしたんですが意向調査が実施できず、年

度内での完了が見込めないため繰越しを行うものです。 

 次に、歳入になります。 

 補正予算書の１２ページ、１３ページを御覧ください。 

 下段、款１５県支出金項２県補助金目４農林水産業費補助金５９８万７，０００円、こちらの

事業はいずれも事業確定により減額するものです。 

 続いて、歳出となります。 

 補正予算書の２４ページ、２７ページを御覧ください。 

 初めに２４ページ、２５ページ下段、款６農林水産業費項１農業費目３農業振興費マイナスの

８０２万１，０００円。 

 次に、２６ページ、２７ページを御覧ください。 

 上段になります。款６農林水産業費項１農業費目５農地費マイナスの４３２万円、その下、款

６農林水産業費項２林業費目１林業振興費マイナスの１０万円、いずれも歳入同様に事業確定に

よる減額補正となります。 

 以上です。 

○須藤委員長 商工観光課長。 

○大徳商工観光課長 おはようございます。商工観光課大徳でございます。よろしくお願いいた

します。 

 一般会計補正予算のうち、商工観光課所管のものについて御説明をさせていただきます。 

 まず、繰越明許費でございます。 

 補正予算書５ページをお開きください。 

 第２表繰越明許費補正のうち、款７商工費項１商工費の中小企業に資金融資の助成をする事業

において、新型コロナウイルス感染症対策貸付負担金１，９５２万５，０００円を令和３年度に

繰り越すものです。この負担金は県が実施しております中小企業事業継続応援貸付金の４分の１

の額を市町村が負担するもので、県から新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない中、中小

企業支援の一環として貸付金の申請期間を延長し令和３年度も当該事業を継続したいので、市町

村においても令和２年度予算の繰越しをお願いしたいとの依頼を受けまして、当該予算の繰越し

を行うものでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ２６ページ、２７ページをお開きください。 

 款７商工費項１商工費目２商工業振興費の１事業及び目３観光費の２事業、合わせて３事業が

当課所管でございまして、４，１８０万４，０００円を減額計上しております。いずれも不用額

の減額でございますが、商工業振興費の０１０７企業を誘致し進出希望企業を審査する事業は、
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固定資産税、都市計画税の税額が決定したことによりまして、企業誘致奨励金の所要額が確定し

たことにより、３，６００万円を減額。観光費の０１０１観光施設の美観を保つ事業は、設計内

容の精査及び入札により不用額が生じた委託料について、１３０万４，０００円を減額。０１０

２牛久市観光協会を支援する事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で活動が制限されたこと

により不用額が生じた補助金につきまして、４５０万円を減額するものであります。 

 以上が、商工観光課所管の補正予算の事業概要となります。 

○須藤委員長 農業委員会事務局長。 

○結速農業委員会事務局長 農業委員会事務局結速です。よろしくお願いします。 

 それでは、農業委員会所管の補正予算について御説明いたします。 

 ２４、２５ページ下段の款６農林水産業費項１農業費目１農業委員会費の３７４万３，０００

円の減額でございますが、事務事業の執行残によりまして減額計上するものであります。 

 以上です。 

○須藤委員長 説明はよろしいでしょうか。 

 それでは、これより議案第１３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方は

御発言願います。北島委員。 

○北島委員 合併処理浄化槽補助金、それからエネファームの設置の補助、これは予想したより

件数が少なかったんでしょうか。実績件数と金額、予算を決めたときの件数、金額との比較をお

教え願います。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 合併処理浄化槽ですけれども、当初４０基で計画をしておりました。で、

実際に補助金を交付した台数としましては３５基ということで、５基が減っておりますので、そ

の事業費分が減額という形になっております。 

 エネファームですけれども、こちら当初の計画としては３５台を予定しておりましたけれども、

実施台数としては１９台になりましたので、その差額分を減額しております。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 北島委員。 

○北島委員 エネファームがもう非常に少ないのは、応募件数が少なかったわけですか。それで

やっぱりエネファーム相当高額な機械、個人で入れるにしても高額ですが、それに対して補助率、

補助金の額が少ないから、なかなか申込みをためらう傾向にあるんじゃないかというふうに思う

んですが、その点はいかがでしょうか。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 こちらの額ですけれども、県からの補助金５万円、プラス市からの補助金

４万円という形で、合計９万円を交付させていただいております。確かにエネファームを設置す

るとなると、大体１００万円前後は最低でもするかなと思います。その１割を負担させていただ

いているということで、市としてはこれ以上の補助はちょっと考えていないという状況にござい

ます。 
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 以上でございます。 

○須藤委員長 ほかに。山本委員。 

○山本委員 山本です。よろしくお願いいたします。 

 何点かあるんですけれども、今合併浄化処理槽の件が出ましたので、たしかこれって今おっし

ゃったように予算では４０基というお話だったんですが、毎年これある程度台数が決まっている

と思うんですね。それは何か計画に沿って、そういう台数の調整が来ていると思うんですが、今

現行の動いている計画というのがどういったものかということと、その計画がいつまでの期間な

のかちょっと分からないんですが、その辺の詳細を伺いたいと思います。その計画に沿って牛久

の現状というのも、市の全体として見たときの、合併浄化槽の設置の状況がどうかというところ

も伺いたいと思います。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 山本委員の御質問にお答えいたします。 

 まず、計画内容ということでございますけれども、こちらは循環型社会形成推進地域計画とい

うものがございます。こちらの計画については、牛久市を含みます８市町村とあと龍ケ崎地方衛

生組合とで計画を策定しておるものでございます。計画内容としましては、期間としましては令

和元年度から７年度までの７年間ですね。そちらの計画期間を持っておりまして、一応この７年

間で牛久市内の浄化槽設置予定基数につきましては、２８７基を予定しております。 

 あと、設置の状況ですけれども、令和元年度、２年度の設置状況としましては、実績として７

７基という形になっております。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 令和元年、２年度で７７基ということで、それ以前にももちろん計画があって、既

に設置されている全ての基数が分かれば教えていただきたいことと、あと私もホームページでこ

の計画というのをちょっと検索してみたんですけれども、今のおっしゃった令和元年から７年の

計画というのはまだホームページにはアップされていなかったんですね。それ以前のものが載っ

ていましてちょっと拝見したんですけれども、これのこの計画の状況を、毎年計画の結果の公表

をするということが市町村のほうに義務づけされているのか、努力義務なのか、ちょっとそこら

辺は分かりませんが、計画の結果の公表をするという一文がありました。多分これまだ牛久のほ

うではこういうことをされて、結果の公表というのは私はホームページを見たけれどもなかった

ので、その辺の状況をちょっとお伺いしたいと思います。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 浄化槽の設置基数全体ですけれども、２年度末の見込みになりますけれど

も、３，０４８基という予定になっております。 

 あと、計画実施した結果の公表ということでございますが、一応公表については衛生組合のほ

うから公表の依頼等は実際には来ておりませんので、計画自体のその結果について公表は今のと

ころしていない状況です。 
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 以上でございます。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 結果の公表、今衛生組合からは来ていないということだったんですが、衛生組合の

ホームページにもこの結果というのは載っていなかったんですね。そうすると、市民というのは

この結果というのはどの状況においても見れない、今の状況だと、になってしまうんですけれど

も、その衛生組合から依頼が来ないと結果の公表はできないという理解ですか。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 こちら衛生組合とも協議をさせていただいて、公表について、協議をさせ

ていただいた上で、行っていくかどうかを決めていきたいと思います。県南水道については公表

の依頼等が来ておりますので、そういったことも説明しながら、検討のほうを進めていきたいと

思います。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 それでは歳入のところで、ＡＤＲからの歳入ということで５００万円ほどあったん

ですけれども、全協のときに詳しい資料をいただいて、この中で見ますと留保が１４項目で５，

７００万ということで一番多くなっています。この中の大きいものというのは何になるのか、ち

ょっとお伺いしたいと思います。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 ＡＤＲへの申立てに対しての東京電力からの答弁書の内容ということで、

保留の内容はということでございますけれども、こちらはおおむね人件費になっておりまして、

その中でもやはり放射能対策室の職員の給料ですね。そちらのほうが大方を占めている状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 この留保という意味は、東京電力がこの支払いを保留しているということなんでし

ょうけれども、その理由というのはどういった理由なんでしょうか。 

○須藤委員長 環境政策課長。 

○横瀬環境政策課長 こちら人件費、大方が時間外人件費と言いまして、昼間の人件費になって

おります。これについてはこの事故によって追加的に支出されたものではないことから、相当因

果関係が認められる内容ではないということで、留保という形になっております。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 分かりました。 

 この説明書を見ますと、６月３０日に申立てをして、この結果が来たのが１月１２日付でまた

東京電力に反論をしているんですが、半年余りかかったということで、今後これが今反論して、

またそのＡＤＲからの回答が来るというのがいつ頃というか、めどはあるんでしょうか。 

○須藤委員長 環境政策課長。 



 - 9 -

○横瀬環境政策課長 今年の１月に反論書のほうを提出させていただきました。それに対して、

ＡＤＲのほうで東電にも意見を伺うのかなと思います。それをもって、その後、もしかしたらま

た調査等が入るかもしれません。それを行った上でＡＤＲにおいて和解案というものが作成され

て、その和解案に対して牛久市での対応が求められてくるかと思いますので、また今後、時間的

にはまだまだかかるかなと予想しております。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 じゃあ、あと１点すみません。農業政策課のほうなんですけれども、２５ページの

水田農業の５００万円の減額なんですが、これ当初予算では２，０００万円ほどだったと思いま

す。減額になった主な理由というんですかね、そこら辺をちょっともう少し詳しく教えていただ

ければと思います。 

○須藤委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 ただいまの御質問にお答えいたします。 

 こちらは水田の転作事業における補助金なんですけれども、年度当初、予算を組む段階では市

内で予想される転作の最大値を予算として組んでおります。ただ、その後に意向調査であったり、

実際の作付を確認した上で、補助金を交付するという形を取っておりますので、事業が確定した

段階で足りなくて補正するのは、もう正直間に合わないんですね。なので、最初の段階である程

度、市内で予想される転作を、予想した金額を当初予算に載せておりまして、その後に事業実施

後減額をしているというのが例年の状況です。 

 ただ、来年度につきましては、ここ数年ある程度状況が、１０年前ぐらいから比べると変化し

ておりますので、その数値を勘案して、来年度予算に関しましては議会議決後にはなりますけれ

ども、現段階では若干減額して出しております。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 私も来年の予算書を見せていただいたら、ちょっと実績に近い数字でというふうに

書いてありましたのでそれは理解しましたが、人数も減っているし、面積も減っているみたいな

ことがその補助金適正化委員会のほうにも書いてあって、その状況というのもやっぱりあるんで

しょうか。 

○須藤委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 水田をやっている方というのは、減っているという言い方をすると間違い

ないんですけれども、大きな水田に関しましてはいろいろな状況もありますので、機械の状況で

あったりとかそういったこともありますので、中間管理事業を推進しながら、大きくやっている

方に集約されていっているというのが事実です。なので、人数としては減っているというのは正

しいのかもしれません。ただ、面積に関しましては、市内の耕作面積というのはさほど減ってお

りませんので、それに関しましては、大きい農家さんになると転作を大きくやるというような形

も取れますので、面積に関しては、作付の市内の水田の耕作面積についてはさほど減ってはいな
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い状況です。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 それでこの牛久市の水田農業構造改革対策事業補助金、この交付に関する告知とい

うのを見せていただいたんですが、この中のこの補助金の額というのは、これは各市町村で自由

に決められるということなのか、ちょっとその辺お伺いしたいと思います。 

○須藤委員長 農業政策課長。 

○神戸農業政策課長 今御質問の要綱の中に書いてあるものに関しましては、市で独自に決める

ことができます。よその市町村と調整を取っているとかそういったことではないんですけれども、

おおむねそんなに大きく差はなく出ていると考えております。ただ、牛久市の場合は毎年毎年一

応見直しをしておりまして、年度年度で告示のほうを改正して、その時代に合った金額を細かく

よその市町村の要綱なんかに比べると、かなり細かく出していると考えております。 

 以上です。 

○須藤委員長 ほかにございませんか。 

 それでは、以上で環境経済部所管の案件についての質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで執行部説明員の入替えを行いますので、暫時休憩いたします。再開は１０時４５分とい

たします。 

 お疲れさまでした。 

                 午前１０時３１分休憩 

                                     

                 午前１０時４１分開議 

○須藤委員長 若干時間の前ですけれども、よろしいでしょうか。 

 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、建設部所管の案件について審査を行います。 

 建設部所管の案件審査に説明員として出席した者は副市長、建設部長、建設部次長、建設部次

長兼下水道課長、都市計画課長、空家対策課長、建築住宅課長、道路整備課長であります。 

 本委員会に付託されました建設部所管の案件は、 

 議案第 １０号  牛久市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第 １１号  牛久市下水道条例の一部を改正する条例について 

 議案第 １３号  令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号） 

          別記記載の当該委員会の所管事項についてのみ 

 議案第 １７号  令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第３号） 

 議案第 ２４号  市道路線の認定について 

 議案第 ２５号  市道路線の路線変更について 

 議案第 ２６号  市道路線の廃止について 
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 以上７件であります。 

 なお、会議録を作成しますので、マイクを使用して発言していただきますようお願いいたしま

す。また、執行部におかれましては、所属を述べた後に議案説明、答弁等をお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 初めに、議案第１０号、牛久市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

 議案第１０号について、提案者の説明を求めます。建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 建設部次長兼下水道課長野島でございます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、議案第１０号、牛久市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて御説明をいたします。 

 本件につきましては、職員の賠償責任の免除について、議会の同意を得なければならない額を

改めるものでございます。市長の専決処分事項に関する件に規定されております、市長において

専決処分することができる損害賠償の額が２０万円以下から１００万円以下へと、令和２年第４

回定例会において改正されたことを受け、議会の同意を要する賠償責任に係る賠償額を、２０万

円を超える場合から１００万円を超える場合へと改正するものでございます。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 これより議案第１０号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は発言願います。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で議案第１０号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１１号、牛久市下水道条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 議案第１１号について提案者の説明を求めます。建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 よろしくお願いいたします。 

 議案第１１号、牛久市下水道条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

 本件につきましては、下水道条例中の延滞金についての規定を削除するものでございます。平

成２１年度に茨城県南水道企業団などと上下水道料金の徴収一元化を実施したことに伴い、当市

におきましても延滞金について徴収しないこととしたため、延滞金徴収の規定を削除するもので

ございます。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 質疑及び意見のある方は御発言願います。山本委員。 

○山本委員 山本です。よろしくお願いいたします。 

 この徴収一元化したのが平成２１年とありますので、ちょっと前、かなり前になるんですけれ

ども、この間、この徴収延滞金というのは牛久市の場合どうなっていたのかというのを、まず確

認したいと思います。 

 それから、この徴収一元化をしたことによって、その延滞金を徴収しないということになった、
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その経緯というものが分かればお願いしたいと思います。 

○須藤委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 お答えをいたします。 

 平成２１年度、県南水道ほか牛久市も含めて、下水道料金と上水道料金を一元徴収をするとい

うことでスタートいたしました。その時点で、構成自治体の中で牛久市のみが条例で延滞金とい

うものを定めていた。これにつきましては、地方自治法上、条例で定めるところにより徴収する

ことができるというふうな上位法がございまして、ほかの自治体については条例で定めていない、

延滞金も徴収をしていないということで、実は茨城県内全て調べたところ、茨城県内におきまし

て１７市町村が条例に延滞金というものを定めております。が、牛久市も含めまして徴収実績と

いうものはゼロでございます。ほかの１７自治体についても、条例では定めているけれども、徴

収しているところはないというのが県内の状況でございまして、一元化することになった２１年

度、ほかの自治体で条例もない、徴収もしてない、牛久市としても徴収をしていないということ

で、これは足並みを揃えましょうということで、牛久市としても条例の改正漏れと言っていいと

思います。で、２１年度の一元化以降につきましても、下水道使用料の延滞金という形での徴収

はございません。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 分かりました。 

 それで、この県内水道のちょっと条例を見ましたら、延滞金に関して督促状をまず送ると、そ

れにも応じなかった場合は催告状を送付するようなことが、記載があったんですが、牛久市の場

合、今後そういう延滞金は発生しないけれども、延滞した場合のその方への対処というのか、そ

ういうところをちょっとお聞きしたいと思います。 

○須藤委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 お答えいたします。 

 牛久市も同様というふうに考えていただいていいと思います。まずは督促状を送らせていただ

いて、その後催告もしておりますので、今後もその形で下水道使用料の滞納分の徴収というもの

をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○須藤委員長 ほかにありませんか。 

 以上で、議案第１１号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）別記記載の当該委員会の

所管事項についてのみを議題といたします。 

 議案第１３号について、提案者の説明を求めます。建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 それでは、議案第１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算

（第９号）のうち、下水道課所管の内容につきまして御説明をいたします。 

 歳出でございます。 
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 ２８ページ、２９ページを御覧ください。 

 上から２段目の欄になります。款８土木費項４都市計画費目２公共下水道費０１０１下水道事

業会計負担金でございますが、後ほど議案第１７号牛久市下水道事業会計補正予算にて御説明を

いたしますが、下水道事業会計における執行見込額の不足分といたしまして、２，０５６万円を

増額補正するものでございます。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 ほかに説明はありませんか。都市計画課長。 

○榎本都市計画課長 失礼いたしました。都市計画課長の榎本です。よろしくお願いいたします。 

 私からは議案１３号、令和２年度牛久市一般会計補正予算（第９号）のうち、都市計画課所管

の内容について御説明させていただきます。 

 まず、歳入についてです。 

 資料の１２ページから１３ページを御覧ください。 

 款１４国庫支出金項２国庫補助金目５土木費国庫補助金節４都市計画費補助金、社会資本整備

総合交付金（都市再生整備計画事業）１０分の４．５、資料では金額９３９万７，０００円とな

っておりますが、このうちの４８３万２，０００円が牛久駅西口歩道橋改修設計への充当額とな

ります。なお、補正の理由といたしましては、補助事業内の流用及び交付金額の確定による増額

となります。 

 続きまして、歳出について御説明させていただきます。 

 資料の１８から１９ページを御覧ください。 

 款２総務費項１総務管理費、ページの中ほどになりますが、６財産管理費０１０７未利用地を

売却する事業の１２委託料、測量、こちらですが、今回補正額１５６万７，０００円の減額にな

ります。補正の理由といたしましては、事業費の確定による不用額の減額となります。 

 続きまして、２６から２７ページをお願いいたします。 

 款２総務費項１総務管理費目２道路維持費、事業としては０１０５市内道路の路面を清掃する

事業、こちらの１２委託料、清掃になります。こちらは道路清掃車の廃止に伴い、１０月から路

面清掃業務委託を手作業の落ち葉清掃に変更しまして、工期を３月末までだったものを２月１５

日までに変更いたしました。その変更のため、差額分の減額となります。１１５万６，０００円

の減額です。 

 続きまして、２８、２９ページをお願いいたします。 

 款８土木費項４都市計画費目１都市計画総務費、事業といたしましては０１０５都市計画を適

正に管理する事業です。１２委託料の北部地域宅地開発検討、こちら今回１９７万１，０００円

の減額になります。こちらは事業費の確定による不用額の減額となります。 

 同じく目３の公園費、事業としては０１０２公園緑地街路樹を維持管理する、こちらの０１報

酬です。これは作業員として雇用しております会計年度任用職員の報酬ですが、事業費の確定に

よる不用額の減額となります。 

 同じく２８、２９ページのその下ですね、０１０１駅周辺環境を適正に管理する事業、１２委
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託料の実施設計、こちら１１５万５，０００円の減額です。こちらも事業費の確定による不用額

の減額となります。 

 以上で、都市計画課所管の説明について終了いたします。 

○須藤委員長 空家対策課長。 

○柴田空家対策課長 空家対策課の柴田です。よろしくお願いいたします。 

 私のほうからは、空家対策課所管の事業のほうの御説明をいたします。 

 資料のほうですが、２８、２９ページ、款８土木費項４都市計画費目１都市計画総務費、事業

としましては０１０６空き家の適正管理及び有効活用を推進する事業です。主なものとしまして

１の報酬、こちら会計年度任用職員が３名から２名へ減員となったことによりまして、こちらの

報酬２７０万円の減額ということになります。これ１名減員になった代わりに再任用職員、会計

年度任用職員の分、再任用職員の配置で対応しております。 

 以上となります。 

○須藤委員長 建築住宅課長。 

○高野建築住宅課長 建築住宅課高野です。 

 建築住宅課所管のものは、減額補正２件となります。 

 まず、歳入ですけれども、資料１３ページ、上のほうの３段目、１４の国庫支出金に国庫補助

金５の住宅費補助金の１５８万３，０００円の減額となります。これは市営猪子住宅建設に伴う

実施設計及び木造住宅の解体工事費確定に伴う、社会資本整備総合交付金の減額となります。 

 続きまして、歳出です。 

 資料２８ページ中段、８の土木費５の住宅費、１の住宅管理費の２３９万９，０００円の減額

となります。歳入同様、猪子住宅建設に伴う実施設計費確定に伴う減額となります。 

 建築住宅課からは以上です。 

○須藤委員長 道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 道路整備課長藤木です。よろしくお願いいたします。 

 私のほうから道路整備課所管の内容につきまして、御説明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、１２、１３ページを御覧ください。 

 上段になります。款１４国庫支出金項２国庫補助金目５土木費国庫補助金節２道路橋梁費補助

金の、まず一番上の社会資本整備総合交付金の（保守系）につきましては、３番目にございます

（冠水対策）と補助金の種類のほうが同じとなっておりまして、冠水対策から保守系のほうに充

当額を変更するため１３２万５，０００円を増額しまして、冠水対策のほうにつきましては、国

からの交付金も少なかったことも併せまして、２５０万円を減額するものでございます。 

 ２番目にございます社会資本整備総合交付金（公安系）につきましては、国からの交付が予定

していた額より少なかったため、３，０７０万７，０００円を減額するものでございます。 

 また、４番目の社会資本整備総合交付金の（都市再生整備事業）、こちらにつきましては、市

のほうとしての交付金額は変わりませんけれども、一部を都市計画課のほうの事業に充当先を変

更するため、３８７万４，０００円を減額するものでございます。 
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 続きまして、歳出でございます。 

 ２６、２７ページを御覧ください。 

 一番下の欄になります。款８土木費項２道路橋梁費目２道路維持費の０１０６道路舗装を計画

的に修繕する事業につきましては、事業費の確定によりまして２７６万８，０００円を減額する

ものでございます。 

 その下、目３道路新設改良費の０１０２市道２３号線（北川延伸第２工区を改良舗装する）の

２，０００万円につきましては、工事発注のほうが進みまして、入札差金等による補助事業費の

余剰金が発生する見込みとなり、補助金のほうを有効活用するため、０１０７都市再生整備事業

で市道を整備するの事業のほうへ予算の組替えを行いまして、またあわせて繰越しをさせていた

だいて、来年度予定している牛久駅西口駅前広場改修工事の一部を実施するものでございます。 

 間にございます０１０５通学路の安全確保のため市道を改良舗装する事業につきましては、歳

入で御説明したとおり、国からの交付金が少なかったため、歳出についても交付金に合わせる形

で４，６０１万６，０００円を減額するものでございます。 

 一番下の欄の目４排水路整備費の０１０１根古屋川緑地を整備する事業につきましては、事業

費の確定によりまして２１３万４，０００円を減額するものでございます。 

 その下、０１０２道路冠水被害を軽減するための雨水排水施設を整備する事業につきましては、

こちらも歳入で御説明させていただいたとおり、国からの交付金が少なかったこと及び道路補修

のほうに充当額を変更したことによりまして、５００万円を減額するものでございます。 

 以上です。 

○須藤委員長 これより議案第１３号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。北島委員。 

○北島委員 ちょっと１点、下水の件ですが、項目が歳出で出資金ありましたけれども、この出

資金については額の算定はどのようにしているのか。下水道会計の赤字があったら、そのままど

んと入れるようなことにはなっていないとは思うんですが、何か基準があるのかどうかお尋ねし

ます。 

○須藤委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 お答えをいたします。 

 出資金として計上しているものにつきましては、繰り出し基準に乗っ取ったルール内、もしく

はルール外、どちらも雨水処理費以外の償還元金分という形で計上させていただいております。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 北島委員。 

○北島委員 その償還金は、ちょっとその意味もう一つ詳しく教えてほしいんですが。 

○須藤委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 お答えをいたします。 

 繰り出しの中で、まず負担金、補助金、出資金という形で分けさせていただいておりますが、

これにつきましては毎年総務省のほうで地方公営企業決算状況調査の依頼がありまして、これま
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でも提出をしているところでございます。その中で、総務省のほうから下水道事業会計のほうに

繰り出すべきもの、もしくは繰り出すべきものという規定のないもの、繰り出すべきものと言わ

れて、毎年これ出てくるんですけれども基準が、その繰り出すべきものと言われているものを基

準内という言い方をさせてもらいますが、繰り出すべきものの基準内のうち、雨水処理費に係る

もの、もしくは維持管理費に係るものというような形で色分けをさせていただいて、同じく基準

外のものについても維持管理費なのか雨水処理費の基準外なのかという形で、５項目に分けさせ

ていただいております。 

 ちょっと詳細については、これ総務省の繰り出し基準全てを読み解かないと難しいところなん

ですが、ですから収益的収入としては雨水処理負担金という形で１つ、一般会計補助金として１

つ、一般会計負担金として１つ、資本的収入としましては一般会計出資金と負担金という形の２

つ、合わせて５項目に分けて一般会計から繰り出しをしているという形でございます。 

 そのうち、今回の出資金については、雨水処理以外の償還元金基準内、基準外どちらもという

形の算出をしております。 

 以上です。 

○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 道路整備課のほうで市道２３号線ですけれども、恐らく今回で、もう来年度の予算

には上がっていなかったので今回でもう完了だと思うんですが、信号機の状況、あと地区社協の

曳家の状況も併せて、いつぐらいがめどとして通れるようになるのかというところをお伺いした

いと思います。 

○須藤委員長 道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 ２３号線のほうの開通の見通しということで、現在２軒ほど補償対象の物

件が残っておりまして、現在取壊し等を行っていただいて、まさに今やっていただいているとこ

ろです。それは地区社協のほうも含めてなんですけれども、この補償の２軒につきましては、今

のところ今月いっぱいで、おおむね解体等が完了するという予定でおります。もう残りは工事を

進めていくだけという状況になっておりまして、今既に仕上げとなります舗装の一番上の部分と、

区画線以外につきましては既に工事のほうは全て発注しております。今、先ほど申し上げました

補償の２軒が取壊しされましたあと、４月から本格的に工事のほうが入っていくという予定でお

ります。 

 ただ、その併せて上水道とか下水道の工事も間に入ってきます。今発注している工事につきま

しては、今のところ予定では１０月いっぱいぐらいで完了する予定というふうに考えています、

予定しています。それに併せて、県警のほうと信号機の設置のほうの協議を進めていきまして、

その時期を見ながら、先ほど申し上げた仕上げの舗装の工事と区画線の工事を発注して、完了の

ほうを迎えたいというふうに思っています。県警のほうが、今の段階ではまだいつというのがど

うしてもまだ言っていただいている状況ではないので、はっきりとはいつとも言えない状況なん

ですけれども、遅くとも令和３年度中には完成をさせたいという予定で今進めております。 

 以上です。 
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○須藤委員長 山本委員。 

○山本委員 今その地区社協さんが曳家をして、細い道というのかあそこの坂を上がったところ、

あの道はあの道で残るんですよね。で、地区社協さんはもう曳家は終わって、あそこで新年度か

らは事業が始まるということでいいんでしょうか。いいんでしょうかというか、そこら辺はわか

っていますか。 

○須藤委員長 道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 曳家工事のほうにつきましては、社会福祉課のほうで工事を発注していた

だいておりまして、ちょっと少し予定よりは遅れぎみのようなので、新年度すぐからというのは

ちょっと難しいのかもしれない。その辺はすみません、ちょっとはっきりは、すみません。 

○須藤委員長 ほかにありませんか。 

 以上で、議案第１３号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第１７号、令和２年度牛久市下水道事業会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 議案第１７号について、提案者の説明を求めます。建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 それでは、議案第１７号、令和２年度牛久市下水道事業会計補

正予算（第３号）の内容につきまして、御説明をいたします。 

 ８ページ、９ページを御覧ください。 

 収益的収入及び支出から御説明をさせていただきます。 

 まず上の欄、収入でございますが、トータル９４４万円の減額補正でございます。執行見込額

確定に伴い、項１営業収益目２雨水処理負担金として１３１万７，０００円、項２営業外収益目

２補助金として８１２万３，０００円をそれぞれ減額補正するものでございます。 

 次に下の欄、支出でございます。トータル１，１３０万８，０００円の減額補正でございます。

霞ケ浦常南流域下水道の維持管理負担金の確定や会計年度任用職員の減、委託業務の先送り、下

水道償還利子の確定などに伴い、項１営業費用目５流域下水道維持管理費負担金として４５２万

円、目９総係費として８３５万円、項２営業外費用目１支払利息及び企業債取扱諸費として３０

０万円をそれぞれ減額補正し、消費税見込額確定や過年度損益修正額の確定に伴い、目２消費税

及び地方消費税として４５３万円、項３特別損失目４過年度損益修正損として３万２，０００円

をそれぞれ増額補正するものでございます。 

 続きまして、１０ページ、１１ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 まず上の欄、収入でございますが、トータル５，７１０万円の増額補正でございます。執行見

込額確定に伴い、項１企業債目１企業債といたしまして２００万円、収入の一番下の欄になりま

す項４負担金目３他会計負担金として１００万円、それぞれ減額補正をし、国の補正予算に伴い

事業を前倒しする形で実施するため、項２出資金目１他会計出資金として３，１００万円、項３

補助金目１国庫補助金として２，９１０万円を、それぞれ増額補正するものでございます。 

 次に、下の欄支出でございますが、５，９００万円の増額補正となっております。国の補正予
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算に伴いまして、事業を前倒しする形でストックマネジメント計画に基づく点検調査を実施する

ため、項１建設改良費目１汚水管渠費として５，２００万円、一番下の目３汚水ポンプ場費とし

て１，０００万円をそれぞれ増額補正し、執行見込額の確定に伴い目２雨水管渠費として３００

万円を減額するものでございます。 

 また、以上の補正に伴いまして、関連する財源内訳や財務諸表の修正を行っております。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 これより議案第１７号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。山本委員。 

○山本委員 ２点お願いします。 

 まず、９ページの収益的支出の汚水処理事業広域化・共同化検討なんですけれども、これ当初

予算このままマイナスになっているんですが、この理由のところをお伺いしたいと思います。 

 それから、次のページ、１１ページのさっきおっしゃった資本的支出のストックマネジメント、

基本設計がこれ２件上がっているんですが、当初予算にはなかったのがここに上がっている理由

を教えていただきたいと思います。 

 以上２件です。 

○須藤委員長 建設部次長兼下水道課長。 

○野島建設部次長兼下水道課長 お答えをいたします。 

 まず、９ページになります。 

 汚水処理事業広域化・共同化検討、こちら今お話ありましたとおり、当初予算額全てを減額と

いう形になっております。こちらの理由としましては、昨年度牛久市としての広域化・共同化検

討業務というものは行いました。今年度予定をしていたのは、茨城県が流域ごとに県が取りまと

めをして各自治体でつくった広域化・共同化の検討結果を取りまとめをするために、県が音頭を

取って会議をして、そこですり合わせをして、ちょっと広域でどんなことができるのかという検

討をする予定をしておりましたが、ちょっとこのコロナ禍の影響を受けまして、県のほうとして

も人を集めて会議というものが持てないということで、今年度実施ができないということで今年

度は減額をさせていただいて、来年度当初予算に改めて計上させていただくというものでござい

ます。そのための減額になります。 

 あと、ストックマネジメント、１１ページでございますが、まず汚水管渠費の基本設計５，２

００万円、こちらは今年度も行っております汚水管渠の中にテレビカメラを入れまして、老朽化

具合を確認をする点検調査業務でございます。こちらが国の補正予算を受けまして、来年度当初

で予定をしていたものを前倒しをする形でここで計上させていただいております。 

 同じく汚水ポンプ場費の１，０００万円、こちらにつきましても、ストックマネジメントに基

づくポンプ場の点検調査の業務ですけれども、こちらも同様に来年度当初予算に計上する予定だ

ったものを、国の補正予算に合わせて今回計上させていただくという形の前倒しになります。 

 以上でございます。 

○須藤委員長 ほかにありませんか。 
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        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で議案第１７号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第２４号、市道路線の認定についてを議題といたします。 

 議案第２４号について提案者の説明を求めます。道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 道路整備課です。引き続きよろしくお願いいたします。 

 議案第２４号、市道路線の認定につきまして御説明させていただきます。 

 資料の一覧表を御覧ください。 

 市道３５１０号線、南７丁目、延長１７１．５メートル及び市道３５１１号線、田宮町、延長

が８４メートルの２路線となります。 

 参考資料の位置図のほうを、順に御覧いただければと思います。 

 １枚目につきましては、南７丁目で、民間の開発行為によりまして、整備された道路の帰属を

受け、新たに市道の認定を行うものでございます。 

 ２枚目を御覧ください。こちらは田宮町で、田宮中柏田線との２３号線の交差点付近でござい

ますけれども、２３号線の整備に伴い認定するものとなります。こちらにつきましては、参考資

料の３枚目を御覧いただければと思います。黒い破線で示してありますのが、市道３４８０号線

としてもともとの道路がございました。この道路が２３号線を整備したことによりまして、分断

されたような形になりまして、２３号線からの西側の黄色で着色している部分ですね、こちらを

市道３５１１号線という新たな路線番号を付して認定するものでございます。 

 以上です。 

○須藤委員長 これより議案第２４号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で議案第２４号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第２５号、市道路線の路線変更についてを議題といたします。 

 議案第２５号について、提案者の説明を求めます。道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 議案第２５号、市道路線の路線変更につきまして御説明させていただきま

す。 

 また一覧表のほうを御覧ください。 

 田宮町の市道３４８０号線で、延長５６３メートルを３２４メートルに変更するものでござい

ます。 

 参考資料のほうを御覧いただきたいと思います。 

 １枚目が位置図のほうになっておりますけれども、２枚目のほうを御覧いただきたいと思いま

す。 

 こちらは先ほど議案第２４号のほうの路線認定で御説明いたしましたが、黒い破線で表示して

おります市道３４８０号線が２３号線の整備により分断をされたということで、先ほどの反対側、

２３号線の東側になります緑色で着色している分、こちらになりますが、起点位置が変わること
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によりまして、路線変更をするものでございます。 

 以上です。 

○須藤委員長 これより議案第２５号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で、議案第２５号についての質疑及び意見を終結いたします。 

 次に、議案第２６号、市道路線の廃止についてを議題といたします。 

 議案第２６号について、提案者の説明を求めます。道路整備課長。 

○藤木道路整備課長 議案第２６号、市道路線の廃止につきまして御説明させていただきます。 

 また一覧表のほうを御覧ください。 

 田宮町の市道６３９号線の１路線でございます。 

 参考資料のほうの１枚目が位置図のほうになっておりますけれども、また２枚目のほうを御覧

いただければと思います。 

 こちらにつきましても、先ほどの議案第２４号、２５号で御説明いたしましたが、２３号線の

整備に伴ったものでございまして、水色で着色している箇所になります。２３号線への取付道路

を市道６７７号線に集約したことによりまして、市道６３９号線を廃止するものでございます。 

 以上です。 

○須藤委員長 これより議案第２６号に対する質疑及び意見を行います。質疑及び意見のある方

は御発言願います。ございませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で建設部所管の案件についての質疑及び意見を終結いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。再開後討論及び採決を行います。再開は１１時３０分といたしま

す。 

                 午前１１時２０分休憩 

                                     

                 午前１１時２７分開議 

○須藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより討論を行います。討論のある方いらっしゃいませんか。 

        〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 以上で討論を終結いたします。 

 これより付託されました案件につきまして、順次採決いたします。 

 採決は挙手により行います。 

 まず、議案第１０号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第１１号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第１３号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１７号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２５号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２６号は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

        〔賛成者挙手〕 

○須藤委員長 挙手全員であります。よって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。委員長報告書の作成は委員長一任ということで御異議ありませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○須藤委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告書の作成は委員長一任と決定いたしました。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

                午前１１時３０分閉会 

 


